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滴 翠 会 会 報
12 月号2019 第348号

社会福祉法人　滴 翠 会
月刊 平成３年１月創刊

滴 翠 会 創 立 記 念 式 典 （4月）

　
令
和
元
年
度
福
祉
功
労
者
表
彰

　

社
会
福
祉
法
人
滴
翠
会
に
勤
務
す
る
職
員

へ
の
表
彰
は
次
の
通
り
で
す
。

茨
城
県
知
事
表
彰

　

滴
翠
苑　

安
原　

宏
一

　

明
翠
苑　

松
田　

順
一

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　

滴
翠
苑　

古
谷　

美
恵

　

慈
翠
舘　

萱
場　

崇
麿　

久
保
田
景
子

　
　
　
　
　
　

横
倉　

匠
美　

大
内　

美
帆

　

明
翠
苑　

天
貝　

真
弓　

佐
久
間
智
子

　
　
　
　
　
　

鈴
木
あ
ゆ
み

全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
会
長
表
彰
20
年

　

明
翠
苑　

松
田　

順
一

全
国
救
護
施
設
協
議
会
20
年
功
労
表
彰

　

慈
翠
舘　

久
保
田
景
子

　

受
賞
者
の
皆
様
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一
―
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
五
九
―
三
六
三
一

　
総
合
防
災
訓
練

　

滴
翠
苑
で
は
毎
月
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
六
月
十
二
日
に
は
消
防
機
関
立

会
で
消
防
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

十
二
月
六
日
、
か
す
み
が
う
ら
市
消
防
署

の
立
会
の
も
と
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

夜
間
に
二
階
調
理
室
よ
り
出
火
し
た
と
い

う
設
定
で
職
員
二
名
が
消
防
署
へ
の
通
報
訓

練
、
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
利
用
者
の

皆
さ
ん
は
「
火
事
だ
！
逃
げ
ろ
！
」
と
大
き

な
声
で
避
難
し
ま
し
た
。
消
防
署
の
方
か
ら

は
良
く
出
来
て
い
た
と
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
職
員
は
消
火
器
の
取
り
扱
い
の

講
習
を
受
け
、
実
際
に
オ
イ
ル
パ
ン
に
火
を

つ
け
消
火
器
を
使
っ
て
消
火
訓
練
し
ま
し
た
。

　

冬
季
は
ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
器
具
の
使
用

が
多
く
な
る
た
め
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
器
具
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、
火

事
を
起
こ
さ
な
い
、
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に

心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　
感
染
症
対
策

　

毎
年
滴
翠
苑
で
は
十
一
月
か
ら
三
月
頃
に

か
け
て
感
染
症
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
等
）
が
流
行
す
る
時
期
と
い
う
こ

と
か
ら
対
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、
流
行

の
時
期
を
考
慮
し
十
月
下
旬
に
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
毎
朝
の
起
床
時
の
う

が
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
通
院
等
の
外
出
後

の
う
が
い
手
洗
い
を
行
い
感
染
症
予
防
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
様
の
面
会
や
外
出
・
外
泊
は
、
感

染
症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
難
し
い
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
滴
翠
苑
へ
ご
連
絡

を
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

昨
年
利
用
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
は
ゼ
ロ
で
し
た
。
今
年
も

引
き
続
き
前
年
同
様
利
用
者
感
染
症
ゼ
ロ
を

目
指
し
て
利
用
者
の
健
康
管
理
に
注
意
し
て

参
り
ま
す
。

消 　 火 　 訓 　 練
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年
末
大
掃
除

　

十
二
月
に
入
り
令
和
初
の
お
正
月
に
向
け

て
、
年
末
大
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。
窓
や
壁

の
汚
れ
、
押
し
入
れ
の
中
の
ほ
こ
り
、
倉
庫

の
整
理
な
ど
普
段
中
々
掃
除
が
で
き
な
い
所

を
重
点
的
に
行
い
ま
し
た
。
と
て
も
一
日
で

終
了
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
計
画
的

に
場
所
を
決
め
何
日
か
に
分
け
て
行
い
ま
し

た
。
一
年
間
の
汚
れ
は
中
々
手
ご
わ
く
大
変

で
し
た
が
、
有
志
の
利
用
者
の
皆
様
に
も
お

手
伝
い
頂
き
と
て
も
綺
麗
に
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

こ
の
師
走
の
大
掃
除
が
終
わ
る
と
、
滴
翠

苑
集
会
室
は
羽
子
板
な
ど
を
飾
り
お
正
月
を

迎
え
る
準
備
を
し
ま
す
。
皆
様
が
良
い
年
を

迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
リ
フ
ト
付
き
介
護
車
両

　

平
成
三
十
年
八
月
に
、
赤
い
羽
根
共
同
募

金
助
成
金
を
頂
き
、
リ
フ
ト
付
き
介
護
車
両

を
購
入
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
車
椅
子
二
台

搭
乗
で
き
定
員
十
名
の
車
両
は
、
当
施
設
に

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
と
て
も
助
か
っ

て
お
り
ま
す
。

　

介
護
車
両
を
購
入
し
た
こ
と
で
当
初
予
想

し
て
い
た
通
り
の
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
車
椅
子
を
使
用
し
て
い
る
利
用
者

の
通
院
や
外
出
が
容
易
に
な
り
、
そ
し
て
、

大
人
数
で
の
外
出
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で

皆
さ
ん
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ス

ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
の
搬
送
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
は
、
緊
急
時
の
通
院
等
に
と
て
も
役
立

っ
て
お
り
、
予
想
を
上
回
る
効
果
を
得
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
介
護
車
両
の
機
能
を
有
意

義
に
使
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

寄
付
者
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
大
切
に
使
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
�
12
月
の
行
事

　

総
合
防
災
訓
練　
　
　
　
　
　

12
月
６
日

　

ク
リ
ス
マ
ス
忘
年
会　
　
　
　

12
月
24
日

　

年
末
の
辞　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
31
日

介 護 車 両 で 外 出
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◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
四
―
二
八
七
一

　
考
課
者
研
修

生
活
指
導
員　

一
瀬　

雅
彦　

　

福
祉
業
界
で
は
、
法
人
の
方
針
や
内
部
管

理
方
法
、
給
与
な
ど
の
衛
生
要
因
と
い
わ
れ

る
部
分
に
お
い
て
の
不
満
が
多
い
傾
向
に
あ

る
よ
う
で
す
。
給
与
に
つ
い
て
は
「
職
場
内

で
の
不
透
明
・
不
平
等
な
給
与
設
定
」
や
「
頑

張
り
が
報
わ
れ
な
い
こ
と
」
へ
の
不
満
が
多

い
よ
う
で
す
。

　

人
事
考
課
は
限
ら
れ
た
資
源
を
公
平
に
分

配
す
る
機
能
で
あ
り
、
多
種
多
様
な
人
材
を

指
導
・
育
成
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
す
。
福

祉
の
仕
事
は
「
評
価
が
し
づ
ら
い
業
種
」
で

は
あ
り
ま
す
が
、
仕
事
で
培
っ
た
観
察
力
、

プ
ラ
ン
作
成
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

は
福
祉
職
な
ら
で
は
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で

も
あ
り
ま
す
。

　

普
段
か
ら
目
標
を
も
っ
て
業
務
に
取
り
組

む
事
は
個
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る

こ
と
、
人
事
考
課
を
実
践
す
る
こ
と
で
風
通

し
の
良
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
も
役
立
つ
と

感
じ
ま
し
た
。

　
非
常
食
の
日

　

十
一
月
二
十
二
日
、
非
常
事
態
時
の
非
常

食
勉
強
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
防
災
倉
庫
か

ら
非
常
食
を
持
ち
出
し
、
利
用
者
に
集
ま
っ

て
頂
き
、
説
明
・
調
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

昼
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
わ
か
め
ご
は
ん
・

豚
汁
・
マ
グ
ロ
フ
レ
ー
ク
・
プ
リ
ン
を
提
供

し
、
プ
リ
ン
以
外
は
す
べ
て
非
常
食
で
す
。

立
候
補
し
て
く
れ
た
四
名
の
利
用
者
と
処
遇

職
員
、
調
理
職
員
と
協
力
し
な
が
ら
調
理
し

ま
し
た
。
わ
か
め
ご
は
ん
は
箱
か
ら
す
べ
て

取
り
出
し
、
袋
を
か
け
た
箱
に
、
ア
ル
フ
ァ

米
・
ご
は
ん
の
素
・
お
湯
を
入
れ
袋
を
し
ば

る
所
ま
で
お
手
伝
い
し
て
頂
き
、
豚
汁
は
、

苦
戦
し
な
が
ら
も
缶
切
り
で
缶
を
開
け
て
頂

き
ま
し
た
。
他
の
利
用
者
も
真
剣
に
見
学
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
非
常
事
態
時
、
み
ん
な
で
協

力
し
て
食
事
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
訓
練
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

非 　 常 　 食
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�
職
員
研
修
・
会
議

　

メ
ン
タ
ル
タ
フ
ネ
ス
研
修　
　

11
月
５
日

　

大
人
の
発
達
障
害
研
修　
　
　

11
月
６
日

　

考
課
者
研
修　
　
　
　
　
　
　

11
月
11
日

　

自
己
肯
定
感
を
高
め
る
研
修　

11
月
12
日

　
�
12
月
の
行
事

　

ク
リ
ス
マ
ス
忘
年
会　
　
　
　

12
月
20
日

　

年
末
式　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
27
日

　
年
末
大
掃
除

　

ご
家
庭
で
も
年
末
は
普
段
よ
り
念
入
り
に

掃
除
し
、
き
れ
い
に
な
っ
た
家
で
気
持
ち
よ

く
新
年
を
迎
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
慈

翠
舘
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
十
一
月
・

十
二
月
と
な
る
と
普
段
の
掃
除
で
は
行
き
届

か
な
い
場
所
の
掃
除
を
行
い
ま
す
。

　

慈
翠
舘
は
白
い
建
物
で
す
。
日
が
当
た
れ

ば
ま
ぶ
し
い
く
ら
い
の
白
さ
を
保
っ
て
い
た

い
も
の
で
す
。
大
掃
除
で
は
外
壁
の
掃
除
も

し
ま
す
。
高
圧
洗
浄
機
を
使
っ
て
一
年
の
汚

れ
を
落
と
し
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
磨
き
上

げ
ま
す
。

　

廊
下
や
食
堂
、
皆
が
余
暇
を
過
ご
す
交
流

の
場
の
ホ
ー
ル
な
ど
も
、
床
に
ワ
ッ
ク
ス
が

け
を
し
ま
す
。
日
頃
の
汚
れ
を
洗
剤
と
ス
ポ

ン
ジ
を
使
っ
て
落
と
し
、
す
す
ぎ
水
が
き
れ

い
に
な
る
ま
で
雑
巾
で
拭
き
上
げ
て
か
ら
ワ

ッ
ク
ス
を
塗
り
ピ
カ
ピ
カ
に
し
ま
す
。

　

掃
除
は
大
変
で
す
が
終
え
た
後
に
輝
い
て

い
る
の
を
見
る
と
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
。

　
誕
　
生
　
会

　

十
一
月
十
九
日
、
誕
生
会
が
行
わ
れ
、
十

月
・
十
一
月
生
ま
れ
十
二
名
の
方
の
お
祝
い

を
し
ま
し
た
。
会
食
で
は
、
お
い
な
り
さ
ん

や
巻
き
寿
司
、
ケ
ー
キ
が
出
て
皆
さ
ん
お
い

し
い
と
満
足
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
第
二
部
と
し
て
誕
生
者
代

表
、
歌
ク
ラ
ブ
の
方
等
の
カ
ラ
オ
ケ
の
余
興

が
行
わ
れ
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
誕
生
者
の
方
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

慈 翠 舘 外 壁 掃 除
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◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
二
〇

　
今
年
を
振
り
返
っ
て

　

今
年
も
明
翠
苑
で
は
様
々
な
行
事
を
行
い
、

利
用
者
が
楽
し
く
生
活
出
来
る
よ
う
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
月
「
年
頭
の
辞
」・
二
月
「
節
分
」・
三

月
「
ひ
な
ま
つ
り
」「
彼
岸
法
要
」・
四
月
「
お

花
見
」「
ぼ
た
ん
ま
つ
り
」・
五
月
「
花
ま
つ

り
」「
端
午
の
節
句
」「
ド
ラ
イ
ブ
」・
六
月「
合

同
総
合
防
災
訓
練
」・
七
月
「
か
き
氷
ま
つ

り
」・
八
月
「
夏
ま
つ
り
」「
施
餓
鬼
法
要
」

九
月
「
長
寿
を
祝
う
会
」「
彼
岸
法
要
」・
十

月
「
慰
霊
祭
」「
い
も
煮
会
」
十
一
月
「
鍋

の
日
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
二
月
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
忘
年
会
」
を
行

い
ま
す
。
今
年
最
後
の
行
事
の
「
ク
リ
ス
マ

ス
忘
年
会
」
は
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
と
交
流

を
し
ま
す
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
今
後
も
、
利
用
者
の
皆
様
が

楽
し
く
参
加
で
き
る
行
事
を
考
え
て
、
来
年

も
職
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
　
掃
　
除

　

今
年
も
数
日
で
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。
明

翠
苑
で
は
、
十
一
月
か
ら
来
年
に
向
け
て

隅
々
ま
で
大
掃
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

明
翠
苑
は
と
て
も
広
く
約
四
十
室
も
あ
る

の
で
、
と
て
も
一
日
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
の

で
一
ヶ
月
近
く
を
か
け
て
隅
々
ま
で
綺
麗
に

し
て
い
き
ま
す
。

　

掃
除
は
、
窓
拭
き
を
は
じ
め
サ
ッ
シ
の
桟

を
洗
っ
た
り
、
各
居
室
の
カ
ー
テ
ン
を
外
し

て
洗
う
な
ど
何
日
に
も
分
け
て
少
し
ず
つ
進

め
て
い
き
ま
す
。
床
の
ワ
ッ
ク
ス
掛
け
は
、

床
頭
台
や
ベ
ッ
ド
の
移
動
は
職
員
が
行
い
、

床
を
磨
き
ワ
ッ
ク
ス
を
か
け
る
作
業
は
、
専

門
の
業
者
に
依
頼
し
て
床
を
綺
麗
に
し
て
頂

き
ま
す
。

　

重
い
荷
物
を
運
ん
で
い
る
と
利
用
者
か
ら

「
頑
張
っ
て
」「
ケ
ガ
し
な
い
で
ね
」
と
励
ま

し
の
言
葉
を
頂
き
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
生
活
し

て
頂
け
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
日
々
綺
麗
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

大 掃 除 の 様 子
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明翠苑ニュース
（11月分）

面　会　　　　38件　延57名来苑
外　出　　　　０件　外泊０件
ショートステイ　５名　延15日利用

ふぁみりー通信

11月の出来事

11月１日　「座談会」を食堂にて行
　う予定でしたが、風邪症状の利用
　者様が多数いた為、館内放送にて
　行いました。
11月７日　滴翠苑の「文化祭」のご
　招待を受け、職員２名・利用者１
　名が参加し作品展示等を楽しみま
　した。
11月13日　ふらんす亭喫茶が開かれ、
　好みの物を注文して召し上がりま
　した。一番人気は「スイートポテ
　ト」でした。
11月26日　明翠苑の「図上訓練」を
　行い、職員のみで施設の防災担当
　者を中心に雪の日の対策を勉強し
　ました。
11月27日　ふらんす亭食事を行い、
　親子どんぶりセット・味噌ラーメ
　ンセット・サンドウィッチセット
　の中から選んで召し上がって頂き
　ました。
11月28日　カーテンを外して洗濯し、
　窓を綺麗に拭きました。職員の掃
　除姿をみて「ご苦労様」と声を掛
　けていました。

明翠苑の「日常あ・れ・こ・れ」

感 染 症 対 策

　今回は、施設の感染症対策につい
て紹介したいと思います。
　明翠苑では、11月から３月までイ
ンフルエンザ、ノロウイルス等が流
行することから、施設では特に感染
症対策を徹底しております。
　11月上旬よりインフルエンザ予防
接種を全利用者・職員が受けたり、
各部屋に加湿器を設置し湿度調節を
したり、年間を通じて手すりやドア
ノブ、食堂テーブル・床、廊下など
の消毒も行い、いつも清潔を保って
おります。
　職員も予防対策として、マスクの
着用・出勤前の体温測定・手洗い・
うがい・手指消毒をしています。受
診などの外出時にも、マスク着用を
して、外部からの菌を持ち込まない
ように注意して感染症の予防をして
います。
　正しい手洗いの仕方なども、勉強
会を開いたりして感染予防に努めて
おります。
　ご家族の皆さんには、面会をご遠
慮していただいたり、面会時間の短
縮、マスクの着用・体温測定・手指
消毒などをお願いしています。
　今年も引き続き職員一同気持ちを
引き締めて感染症に注意し利用者の
体調管理を行ってまいります。
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◦
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華か

翠す
い

会か
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
八
二
〇
〇

翠　進　会
社会福祉法人滴翠会　退 職 職 員 後 援 会

滴翠会を退職された皆様の親睦と互助を進めます。

す
い

し
ん

か
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

11
月
13
日（
水
）

11
月
２
日（
土
）

利用者数　　　13名（男２名　女11名）
レクリエーション　広告玉入れ

　今日は、「広告玉入れ」を行い
ました。２チームに分かれて円
になり、広告を一人10枚持ち、
よーいどんの合図で広告を丸め
て、円の真ん中にある傘に入れ
ていきます。最後に、皆さんで
数をかぞえて、多く入ったチー
ムが勝ちになります。いい運動
になったと、皆さん喜んでいま
した。

利用者数　　　12名（男１名　女11名）
レクリエーション　棒サッカー

　今日のレクリエーションは「棒
サッカー」です。２チームに分か
れて２列に並び、新聞紙を細く棒
状にしたものを使って、ビーチボ
ールをゴールに入れて点数を取っ
ていきます。各チーム、皆さんで
協力しながら、上手にゴールに入
れていました。とっても楽しかっ
たと声が聞こえてきました。

広 告 玉 入 れ
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明
翠
苑
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
三
四

　「
椎
の
木
の
ひ
と
」

　

気
が
付
け
ば
十
二
月
。
澄
ん
だ
夜
空
に
浮

か
ぶ
月
が
美
し
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
一
年
も
、
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
や
ご
鞭

撻
を
頂
き
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
、
こ
こ
ろ
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
紙
面
に
て
様
々
な
人
々
と
の

出
会
い
を
綴
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

今
年
一
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
最
も
心

に
残
っ
て
い
る
「
一
言
」
に
つ
い
て
お
話
を

さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
方
と
の
出
会
い
は
、
約
二
年
前
位
で

し
ょ
う
か
。
ま
だ
石
岡
市
の
庁
舎
が
仮
設
の

頃
で
す
。
居
宅
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し

て
、
稼
働
し
始
め
て
一
年
も
経
っ
て
い
な
い

頃
だ
と
思
い
ま
す
。
福
祉
用
具
の
貸
与
の
件

で
窓
口
を
担
当
し
て
下
さ
っ
た
方
で
す
。
頓

珍
漢
（
と
ん
ち
ん
か
ん
）
な
こ
と
を
自
分
勝

手
に
申
し
立
て
る
自
分
に
対
し
て
、「
と
て

も
丁
寧
に
、
ど
う
し
た
ら
き
ち
ん
と
し
た
申

立
書
に
な
る
の
か
」
を
い
や
な
顔
ひ
と
つ
し

な
い
で
、
優
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
業
務
の
悩
み
で
仕
事
を
続
け
る
か

ど
う
か
悩
ん
で
い
る
時
に
は
、「
こ
の
会
報

を
読
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
。」
と
も
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
悩
み
が
最
大
限
に
達
し
て
い
て
、

自
分
の
中
で
は
、「
も
う
だ
め
だ
。
こ
の
場

か
ら
立
ち
去
る
し
か
な
い
。」
と
ほ
ぼ
決
め

て
い
た
時
期
な
の
で
す
。
た
ま
た
ま
、「
介

護
保
険
の
認
定
調
査
で
」
ご
家
族
の
希
望
が

あ
り
、
私
が
調
査
の
立
会
い
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、「
こ
の
窓
口
の
方
」
が

調
査
員
と
し
て
、
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私

の
顔
色
や
、
声
の
張
り
の
無
さ
を
察
し
て
下

さ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
次
の
よ
う
な
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。「
仕
事
を
頑
張
る
の
は
良
い

こ
と
で
す
け
ど
、
頑
張
り
過
ぎ
は
良
く
な
い

で
す
よ
。
…
…
仕
事
は
生
活
の
一
部
で
な
く

ち
ゃ
。」
こ
の
言
葉
を
頂
い
た
時
に
、
肩
の

力
が
抜
け
、
眉
間
の
し
わ
が
和
ら
ぐ
感
覚
が

あ
っ
た
こ
と
を
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
一
言
が
、
今
の
自
分
の
支

え
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
と
心
か
ら
感
じ
て

い
ま
す
。
～
石
岡
市
の
木
。
そ
れ
は
、「
椎

の
木
（
し
い
の
き
）」
で
す
。
～

　

こ
の
樹
木
の
よ
う
に
大
き
く
、
万
災
が
あ

っ
て
も
動
じ
な
い
根
を
持
つ
、
こ
の
方
の
こ

こ
ろ
に
乾
杯
。
～

　

皆
様
、
今
年
一
年
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
来
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、
こ
こ
ろ
よ
り
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

岡
野　
　

貴
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今月のことば 53

社会福祉法人　滴　翠　会 http://tekisuikai.or.jp/

養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 　 翠 　 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 　 翠 　 　 舘
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム　  明 　 　 翠 　 　 苑
ユニット型特別養護老人ホーム　  明 　 　 翠 　 　 苑
シ ョ ー ト ス テ ィ 施 設　  明 　 　 翠 　 　 苑
独立型デイサービスセンター　  華　　翠　　会　　舘
明 翠 苑 居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

ご利用をお待ちしています

医 　 療 　 法 　 人 　 高 　 木 　 医 　 院
宗 教 法 人 時 宗 華 園 寺
社会福祉法人滴翠会退職職員後援会翠進会

職員募集中　詳しくはホームページ又は施設へご連絡下さい

☆焼き鮭のきのこソース　　（１人分 130Kcal　塩分　1.3g）

　鮭は蛋白質が豊富なうえ、DHCやEPA、ビタミンBも含ま
れており、おすすめの食材です。フライパンで簡単に調理出
来ますので作ってみて下さい。

●材　料（４人分）
　生鮭 4切 ／ 塩・コショウ 少々 ／ サラダ油 適量
　　しめじ ½パック ／ えのき茸 小１袋 ／ 玉葱 ½個
　　バター 4g ／ 正油 大さじ１½ ／ みりん 大さじ１杯弱
　　酒 小さじ１杯 ／ 砂糖 小さじ１杯

●作り方
① 鮭の切り身に塩、コショウをふり30分程度置く。焼く前に水
　 気をふく。
② 玉葱は皮をむき、たて半分にしてスライスする。しめじは小
　 房に分け、えのき茸は４～５㎝に切る。
③ フライパンにサラダ油を熱し、鮭を表側から焼く。中火で焼
　 き色がついたら返し、火を通す。
④ フライパンをキッチンペーパー等でさっとふきⒶのバターで
　 玉葱、きのこ類を炒める。火が通ったら調味料を入れひと煮
　 たちしたら鮭の上にかける。
　　　　　　　　　　　　　明翠苑 管理栄養士　飯田　仁美

気
を
つ
け
て
い
な
が
ら
す
べ
る
雪
の
道

Ⓐ


